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4 屋外箱　回路図 37V2073F101

3 屋外箱　外観図 37V2073E101

2 基礎ボルト耐震強度計算書 37V2073S1017
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SCALE 一般用非常電源
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屋外箱（ＣＲＢ）耐震設計計算書
基礎ボルト本数算出（算出式は、日本建築センター「建築設備耐震設計・施工指針」、
　　　　　　　　　　日本建築学会「鋼構造設計規準」より引用）
　　　　　　　　　　
　基礎ボルトは、Ｍ１６としその全本数ｎはボルト自体の強度に基づき算出した本数（ｎｔ１）と
施工方法による強度に基づき算出した本数（ｎｔ２）のうち値の大きい方
　｛ｎｔ＝Ｍａｘ（ｎｔ１，ｎｔ２）｝を採用する。
なお、ｎは最小４本とする。

１）基礎ボルトの短期許容応力度により本数を算出

盤重心位置

１

２

２ ２
Ｍ・ ０．７４・Ｋｈ ＋｛Ｋｈ・（ｈｇ＋０．５・ｌｇ）／ｌ－ｌｇ／ｌ｝

ｎｔ１ ［本］＝ ｆｔ／Ｇ・Ａ３

ここで、
　ｎｔ１：最大引抜力に耐えられる片側のボルト本数（最小値）。小数点以下は切り上げ整数と
　　　　　する。
　　Ｋｈ：設計用水平震度　１．５
　　　Ｍ：キュービクルの質量［ｋｇ］
　　ｈｇ：キュービクルの重心高さ［ｃｍ］
　　ｌｇ：キュービクルの支点側ボルト位置から重心までの距離［ｃｍ］
　　　ｌ：基礎ボルトの短辺方向のスパン［ｃｍ］
　　　Ａ：基礎ボルトの軸断面積（呼び径断面積）［ｃ㎡］
　　ｆｔ：基礎ボルト（Ｍ１６）の短期許容引張応力度　１７６４０［Ｎ／ｃ㎡］
　　　　　日本建築学会「鋼構造設計規準」より短期許容引張応力度は１８００［ｋｇｆ／ｃ㎡］
　　　　　　よって１８００×Ｇ＝１７６４０［Ｎ／ｃ㎡］
　　　Ｇ：重力加速度　９．８０［ｍ／ｓｅｃ　］
なお、式中の｛ｋｈ・（ｈｇ＋０．５・ｌｇ）／ｌ－ｌｇ／ｌ｝が０以下のときは、
この項は０とする。

２）基礎ボルトの施工方法による短期許容引抜応力により本数を算出

４

５

2

屋外箱ｎｔ１

６ 設計用水平震度 Ｋｈ １．５
キュービクルの質量 Ｍ ［ｋｇ］ ８８０

キュービクルの重心高さ ｈｇ ［ｃｍ］ １００
｛Ｆｈ・ｈｇ－（Ｍ・Ｇ－Ｆｖ）・ｌｇ｝／ｌ キュービクルの支点側ボルト位置から重心までの距離 ｌｇ ［ｃｍ］ ３０

ｎｔ２ ［本］＝７ 基礎ボルトの短辺方向のスパン ｌ ［ｃｍ］ ６０Ｔａ
基礎ボルトの軸断面積（呼び径断面積） Ａ ［ｃ㎡］ ２．０１

ここで、
　ｎｔ２：最大引抜力に耐えられる片側のボルト本数（最小値）。小数点以下は切り上げ整数と
　　　　　する。
　　Ｆｈ：設計用水平地震力　Ｆｈ＝Ｋｈ・Ｍ・Ｇ　［Ｎ］
　　Ｆｖ：設計用鉛直地震力　Ｆｖ＝Ｋｖ・Ｍ・Ｇ　［Ｎ］ただし、Ｋｖ＝１／２・Ｋｈとする。

　　　Ｇ：重力加速度＝９．８０　［ｍ／ｓｅｃ　］

　　Ｔａ：基礎ボルトの短期許容引抜応力　Ｔａ＝π・ｄ・Ｌ・ｆｃ・Ｇ　[Ｎ]
　　　ｄ：基礎ボルトの呼び径　[ｃｍ]
　　　Ｌ：基礎ボルトの有効埋め込み長さ　[ｃｍ]
　　　　　（コンクリート基礎表面から２０ｍｍ入ったところからの長さをいう）
　　ｆｃ：鉄筋コンクリートに対する短期許容付着応力度　ｆｃ＝１６．２　[ｋｇｆ／ｃ㎡]
　　ｆｃ＝（９／１００）・Ｆｃ
　　Ｆｃ：コンクリートの設計基準強度　Ｆｃ＝１８０　[ｋｇｆ／ｃ㎡]

基礎ボルトの短期許容引張応力度 ｆｔ ［Ｎ／ｃ㎡］ １７６４０
最大引抜力に耐えられる片側のボルト本数 ｎｔ１ ［本］ １

８

屋外箱ｎｔ２
2

設計用水平地震力 Ｆｈ ［Ｎ］ １２９３６
設計用鉛直地震力 Ｆｖ ［Ｎ］ ６４６８

９
2重力加速度 Ｇ ［ｍ／ｓｅｃ ］ ９．８

基礎ボルトの短期許容引抜応力 Ｔａ ［Ｎ］ ７９８０．１
基礎ボルトの呼び径 ｄ ［ｃｍ］ １．６

基礎ボルトの有効埋め込み長さ Ｌ ［ｃｍ］ １０
１０ 最大引抜力に耐えられる片側のボルト本数 ｎｔ２ ［本］ ３

よって、基礎ボルト（Ｍ１６）の必要数ｎ（ｎｔ×２）は　
｛ｎｔ＝Ｍａｘ（ｎｔ１，ｎｔ２）｝より

１１
屋外箱

基礎ボルト（Ｍ１６）の必要数 ｎ　 ［本］ ６
（選定値）

１２

耐震設計計算書
作成日 １０／０６／２９Ｓ＝ＮＯＴ 承認 設計 照査 作成 屋外箱

ＤＷＧ.ＮＯ.

日 新 電 装 株 式 会 社 高橋 千田 千田 後藤 ３７Ｖ２０７３Ｓ１０１

Ｎ 　 Ｐ

重心Ｇ

換気扇 換気扇

ｌ

ｌｇ

ｈ
ｇ

基礎ボルト
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

作成日 １０／０６／２９Ｓ＝１／４０ 承認 設計 照査 作成 屋外箱 外観図

ＤＷＧ.ＮＯ.

日 新 電 装 株 式 会 社 後藤 ３７Ｖ２０７３Ｅ１０１千田

屋外箱（ＣＲＢ）外観図

取付部品数および構造

換気口 打抜き

屋外箱 片開き２面

銘板 ＮＰ ２個

形式細目

外箱構造 蓄電池、充電装置、逆変換装置を一体に収納

設備の区分 外箱

種類 屋外箱

型式記号 ＣＲＢ

製造業者 日新電装株式会社

認定番号

高橋 千田

Ｎ 　 Ｐ

Ｎ Ｐ ．屋 外 箱

１

ベ ー ス 寸 法

ア ン カ ー 寸 法

ア
ン

カ
ー

寸
法

ベ
ー

ス
寸

法

（脱落防止金具付）

換気扇 換気扇本体屋根上部

正面図 右側面図

箱内底図
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１２００
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０
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２
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１
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８
０

３０
０

１０５０

６－φ２０　アンカーボルト

１００

36
0

460

　窓耐火構造　

吸気口

ﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟ

２２５ ３００３００ ２２５

265

37
0

１１００ １４１０

８
６

６００

４２０

７
５

１
２
５

２
０
０

換気塔

換気塔にパンチング板

（ｔ１．２－φ５－Ｐ６）

５５．４ １０４．６

８０

３
５

２
０
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

作成日 １０／０５／２８Ｓ＝ＮＯＴ 承認 設計 照査 作成 屋外箱 回路図

ＤＷＧ.ＮＯ.

日 新 電 装 株 式 会 社 高橋 千田 千田 後藤 ３７Ｖ２０７３Ｆ１０１

屋外箱（ＣＲＢ）回路図

Ｇ □ Ａ Ｇ □ Ｂ
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Ｔ Ｈ Ｍ

□
９ ７

　 　 　 　 扉 開 に て Ｏ ＮＭ Ｃ Ｃ Ｂ
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Ｔ Ｈ Ｓ □（ サ － モ ）２
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４
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□

６

１ ３ セ ン サ － は 装 置 の 上 端 よ り 高 い 位 置 に 取 付４ ３ Ｆ □
試 験 自 動

停 止２ ４

Ｆ
□

１

セ ン サ －

温 度 調 節

（ ３ ０ ℃ ～ ９ ０ ℃ ）１

Ｆ
□

５

１ ３ ０ ℃ 設 定

Ｔ Ｈ Ｍ □
Ｆ Ｌ □ １

１ ．２ Ａ２１ ０ Ｗ

Ｆ
□

７

１

２ 前

２
Ｃ Ｏ Ｎ □ Ｆ

Ｆ Ａ Ｎ □Ａ Ｃ １ ２ ５ Ｖ

２ Ｐ １ ５ Ａ

Ｆ
□

８

６

Ｔ Ｈ Ｍ □

１ ．２ Ａ５

Ｆ Ｌ Ｎ

□ ＝ １

４ ３ Ｆ □ ４ ３ Ｆ □

換 気 扇
１ ２

試 験 停 止 自 動
３ ４

試 験 停 止 自 動


